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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第１学年　　道徳

	２　ねらい
	・自己を見つめ、自分の将来の夢に向けて努力を続け、少しずつ自己の向上を目指そうとする気持ちを高める。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・自分の個性を発見し、それを伸ばしていくことは、人それぞれの生涯をかけた課題である。それは、自らを振り返り、絶えず自己を向上させようとする意欲や態度によって実現される。そうした自己の人生にかける前向きな姿勢と不断の努力によって充実した生活ができるであろう。
・本実践は、自己の進路選択に深くかかわってくる事柄であり、自分を振り返り、今の自分に納得ができるのかを考え、自己実現のために行動しようとすることに重きを置いている。生徒自らの動機付けや忍耐力に重点を置き、実生活において自己管理していくというキャリア教育の視点から、意義ある活動である。






ちびた鉛筆の教え
１　学年、教科・領域　　　中学校第１学年　　道徳【1-(5)】
２　本時の目標
（1） 自己を見つめ、自分の夢に向けて努力を続け、自己の向上を目指そうとする気持ち
を高める。
（２）「自己理解・自己管理能力」＜自己の動機付け、忍耐力＞
３　準備
　○　資料「ちびた鉛筆の教え」（出典：明るい人生）、振り返りシート
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　将来の夢について発表する。
	○自分の夢を語らせる。一例をあげて、それを基に発表させる。

	２　本資料を読んで話し合う。　　　
(1) 　原稿を書くチャンスをもらい、有頂天になって原稿に取り組んでいるときの筆者はどんな気持ちだったでしょう。
・きっといい原稿を書いてみせるぞ。
(2)　もの書きになると勢いこんでいた気持ちがぐらつき始めたときの筆者は、どんな気持ちだったでしょう。
　・実は、自分には文章を書く才能がないんじゃないか。道を間違えたかもしれない。
(3)　カステラの箱の中の何百本というちびた鉛筆を見つめながら、筆者は何を考えていたのでしょう。
・お父さんに負けないように自分もとことん努力して、もの書きとして成功するぞ。
３　生活を振り返る。
(1)　自己の向上のために目標を立てて努力していること、その時の気持ちを発表する。
・早朝ランニングをしている。サッカーの練習にも、ついていく自信ができた。
・毎日、日記をつけている。反省が多くて落ち込むが、書き終えると何だかほっとする。
	○自分の力量のことを全く考えておらず、原稿が書けることに喜んでいる筆者の姿に気付かせる。
○それまで持っていた自信を一気に失った心情について推察させ、筆者の気持ちに共感させる。
○考えを深めるために、父親の「才能がないと気付いたら、こうやって才能をつくりなさい。」という言葉を示し、向上心について意識を向けさせる。
◎振り返りシートに自己の向上のため努力していることを書き、発表させることで、自らのこれまでの行動を振り返らせる。
☆自己の可能性に向かって、自らを研さんし、主体的に行動しようとする意欲が高まったかを振り返りシートや発表内容から判断する。

	４　教師の話を聞く。
	○各界で活躍している人物の、人に知られていない努力や目標に向かい主体的に行動するすばらしさを話し、余韻をもって締めくくる。
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「ちびた鉛筆の教え」
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＜学級活動＞


進路適性の吟味と進路情報活動





朝の会、帰りの会で、毎日続けている活動や続けてみたい活動を話し、自己理解を深める指導を更に展開する。








「ちびた鉛筆の教え」（道徳）


(1) 自己を見つめ、自分の夢に向けて努力を続け、自己の向上を目指そうとする気持ちを高める。


(2) キャリア教育としての目標


「自己理解・自己管理能力」


＜自己の動機付け、忍耐力＞





本実践





＜課外活動＞


・部活動








他の活動や


職に関する活動へ





家庭で続けていること（保護者との連携）








